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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表示処理部及び第２の表示処理部と、前記第１の表示処理部及び前記第２の表示
処理部を制御する制御部と、を有する画像表示装置の制御方法であって、
　前記第１の表示処理部の初期設定を行う第１の初期ステップと、
　前記第１の初期ステップにおいて行われた前記第１の表示処理部の初期設定状態を検査
する第１の検査ステップと、
　前記第１の検査ステップにおいて前記第１の表示処理部の初期設定状態が異常であると
検出されたとき、前記第１の表示処理部の再初期設定を行う第１の再初期設定ステップと
、
　前記第２の表示処理部の初期設定を行う第２の初期設定ステップと、
　前記第２の初期設定ステップにおいて行われた前記第２の表示処理部の初期設定状態を
検査する第２の検査ステップと、
　前記第２の検査ステップにおいて前記第２の表示処理部の初期設定状態が異常であると
検出されたとき、前記第２の表示処理部の再初期設定を行う第２の再初期設定ステップと
を含み、
　前記第１の検査ステップ及び前記第２の検査ステップのうち少なくとも一方では、所定
時間経過後に、前記制御部に対して前記各表示処理部にアクセス可能であるか否かを通知
するビジー信号が非アクティブに設定されないとき、検査対象の表示処理部の初期設定状
態が異常であると検出することを特徴とする画像表示装置の制御方法。
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【請求項２】
　第１の表示処理部、第２の表示処理部及びランプを有する画像表示装置の制御方法であ
って、
　読み出し可能に構成される初期設定対象のレジスターセットを有する前記第１の表示処
理部の初期設定を行う第１の初期設定ステップと、
　読み出し不可能に構成される初期設定対象のレジスターセットを有する前記第２の表示
処理部の初期設定を行う第２の初期設定ステップと、
　前記第１の表示処理部及び前記第２の表示処理部の初期設定後、前記ランプの点灯を行
うランプ点灯ステップと、
　前記ランプの点灯後、前記第１の表示処理部の初期設定状態を検査する第１の検査ステ
ップと、
　前記第１の検査ステップにおいて前記第１の表示処理部の初期設定状態が異常であると
検出されたとき、前記第１の表示処理部の再初期設定を行う第１の再初期設定ステップと
、
　前記ランプの点灯後、前記第２の表示処理部の再初期設定を行う第２の再初期設定ステ
ップとを含むことを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記第１の検査ステップでは、検査対象の表示処理部が有するレジスターのライトデー
タ値がリードデータ値と不一致のとき、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であ
ると検出することを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【請求項４】
　請求項２において、
　前記第１の表示処理部及び前記第２の表示処理部を制御する制御部を更に備え、
　前記第１の検査ステップでは、所定時間経過後に、前記制御部に対して前記各表示処理
部にアクセス可能であるか否かを通知するビジー信号が非アクティブに設定されないとき
、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出することを特徴とする画像表
示装置の制御方法。
【請求項５】
　第１の表示処理部と、
　第２の表示処理部と、
　制御部と、を有する画像表示装置であって、
　前記制御部は、
　前記第１の表示処理部の初期設定を行う第１の初期設定部と、
　前記第１の初期設定部によって行われた前記第１の表示処理部の初期設定状態を検査す
る第１の検査部と、
　前記第１の検査部によって前記第１の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出さ
れたとき、前記第１の表示処理部の再初期設定を行う第１の再初期設定部と、
　前記第２の表示処理部の初期設定を行う第２の初期設定部と、
　前記第２の初期設定部によって行われた前記第２の表示処理部の初期設定状態を検査す
る第２の検査部と、
　前記第２の検査部によって前記第２の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出さ
れたとき、前記第２の表示処理部の再初期設定を行う第２の再初期設定部と、を含み、
　前記第１の検査部及び前記第２の検査部のうち少なくとも一方は、所定時間経過後に、
前記制御部に対して前記各表示処理部にアクセス可能であるか否かを通知するビジー信号
が非アクティブに設定されないとき、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常である
と検出することを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　第１の表示処理部と、
　第２の表示処理部と、
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　ランプと、
　制御部と、を有する画像表示装置であって、
　前記制御部は、
　読み出し可能に構成される初期設定対象のレジスターセットを有する前記第１の表示処
理部の初期設定を行う第１の初期設定部と、
　読み出し不可能に構成される初期設定対象のレジスターセットを有する前記第２の表示
処理部の初期設定を行う第２の初期設定部と、
　前記第１の表示処理部及び前記第２の表示処理部の初期設定後、前記ランプの点灯を行
うランプ点灯部と、
　前記ランプの点灯後、前記第１の表示処理部の初期設定状態を検査する第１の検査部と
、
　前記第１の検査部によって前記第１の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出さ
れたとき、前記第１の表示処理部の再初期設定を行う第１の再初期設定部と、
　前記ランプの点灯後、前記第２の表示処理部の再初期設定を行う第２の再初期設定部と
を含むことを特徴とする画像表示装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１の検査部は、検査対象の表示処理部が有するレジスターのライトデータ値がリ
ードデータ値と不一致のとき、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出
することを特徴とする画像表示装置。
【請求項８】
　請求項６において、
　前記第１の検査部は、所定時間経過後に、前記制御部に対して前記各表示処理部にアク
セス可能であるか否かを通知するビジー信号が非アクティブに設定されないとき、検査対
象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出することを特徴とする画像表示装置の
制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置の制御方法等に関し、画像表示装置として例えばプロジェクタ
ーの制御方法等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像表示装置としてのプロジェクターは、画像調整、画質向上等の複数の表示処
理を行うことにより表示画質のより一層の向上を図っている。そのため、プロジェクター
は、各表示処理を行う表示処理デバイス等を複数備えており、外部電源投入等によるプロ
ジェクターの電源起動時に各表示処理デバイスが有するレジスターセットに対して初期設
定を行う。例えばプロジェクターは、初期設定が行われたレジスターセットの設定値に対
応した動作条件で画像表示を行う。
【０００３】
　ところが、初期設定時の通信エラーやランプ点灯ノイズ等により、表示処理デバイスが
誤動作を起こし、プロジェクターが異常動作を行う場合がある。そこで、例えば特許文献
１及び特許文献２には、ランプ点灯ノイズに起因した誤動作を回避する技術が開示されて
いる。特許文献１には、液晶プロジェクターの光源用ランプの点灯動作準備期間において
、画像メモリーへのアクセスを禁止することで、ランプ点灯ノイズに起因した画像メモリ
ーの誤設定を回避する技術が開示されている。また、特許文献２には、ランプ点灯後、ラ
ンプ点灯ノイズの発生時期を除いた期間内に映像信号処理回路の初期設定処理を行うよう
にした技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４６０４７号公報
【特許文献２】特開２００７－３４２６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　複数の表示処理デバイスを備えたプロジェクターにおいて、ランプ点灯ノイズや通信エ
ラー等が発生した場合に、いずれかの表示処理デバイスが誤動作を起こすと、異常表示状
態になったり、構成部品の劣化や故障に至ったりする可能性がある。しかしながら、特許
文献１や特許文献２に開示された技術を用いて、正常表示への復帰を図るため、無条件に
全表示処理デバイスに対して再初期設定を行うと、電源投入時から表示開始までの時間が
長くなるという問題がある。この点については、プロジェクターに限らず、画像表示装置
全般についても同様である。
【０００６】
　本発明は、以上のような技術的課題に鑑みてなされたものである。本発明の幾つかの態
様によれば、種々の原因により表示処理部の誤動作が発生した場合でも、必要最小限の時
間で表示処理の正常化を可能とする画像表示装置の制御方法等を提供することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）本発明の第１の態様は、第１の表示処理部及び第２の表示処理部を有する画像表
示装置の制御方法が、前記第１の表示処理部の初期設定を行う第１の初期設定ステップと
、前記第１の初期設定ステップにおいて行われた前記第１の表示処理部の初期設定状態を
検査する第１の検査ステップと、前記第１の検査ステップにおいて前記第１の表示処理部
の初期設定状態が異常であると検出されたとき、前記第１の表示処理部の再初期設定を行
う第１の再初期設定ステップと、前記第２の表示処理部の初期設定を行う第２の初期設定
ステップと、前記第２の初期設定ステップにおいて行われた前記第２の表示処理部の初期
設定状態を検査する第２の検査ステップと、前記第２の検査ステップにおいて前記第２の
表示処理部の初期設定状態が異常であると検出されたとき、前記第２の表示処理部の再初
期設定を行う第２の再初期設定ステップとを含む。
【０００８】
　本態様によれば、表示処理部毎に、初期設定後に初期設定状態を検査し、初期設定状態
が異常であると検出された表示処理部のみ再初期設定を行うようにしたので、通信エラー
等による誤動作に対して、必要最小限の時間で表示処理の正常化が可能となる。
【０００９】
　（２）本発明の第２の態様に係る画像表示装置の制御方法は、第１の態様において、前
記第２の初期設定ステップでは、前記第１の検査ステップにおいて前記第１の表示処理部
の初期設定状態が正常であると検出されたとき、前記第２の表示処理部の初期設定を行う
。
　本態様によれば、第１の表示処理部の初期設定状態が正常と検出されない限り、第２の
表示処理部の良き設定を行わないようにすることで、表示処理部単位で初期設定状態を正
常化して、必要最小限の時間での表示処理の正常化が可能となる。
【００１０】
　（３）本発明の第３の態様は、第１の表示処理部、第２の表示処理部及びランプを有す
る画像表示装置の制御方法が、前記第１の表示処理部の初期設定を行う第１の初期設定ス
テップと、前記第２の表示処理部の初期設定を行う第２の初期設定ステップと、前記第１
の表示処理部及び前記第２の表示処理部の初期設定後、前記ランプの点灯を行うランプ点
灯ステップと、前記ランプの点灯後、前記第１の表示処理部の初期設定状態を検査する第
１の検査ステップと、前記第１の検査ステップにおいて前記第１の表示処理部の初期設定
状態が異常であると検出されたとき、前記第１の表示処理部の再初期設定を行う第１の再
初期設定ステップと、前記ランプの点灯後、前記第２の表示処理部の初期設定状態を検査
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する第２の検査ステップと、前記第２の検査ステップにおいて前記第２の表示処理部の初
期設定状態が異常であると検出されたとき、前記第２の表示処理部の再初期設定を行う第
２の再初期設定ステップとを含む。
【００１１】
　本態様においては、各表示処理部の初期設定を行った後にランプ点灯を行い、少なくと
もランプ点灯直後に各表示処理部の初期設定状態を検査し、異常であると検出された表示
処理部のみ、再初期設定を行う。これにより、ランプ点灯ノイズで初期設定状態が異常と
なり、表示処理部が誤動作してしまう場合であっても、必要最小限の時間で表示処理の正
常化を可能にすることができる。その結果、画像表示装置の構成部品のダメージをできる
だけ小さくし、異常な動作状態の期間を短縮することができる。
【００１２】
　（４）本発明の第４の態様は、第１の表示処理部、第２の表示処理部及びランプを有す
る画像表示装置の制御方法が、読み出し可能に構成される初期設定対象のレジスターセッ
トを有する前記第１の表示処理部の初期設定を行う第１の初期設定ステップと、読み出し
不可能に構成される初期設定対象のレジスターセットを有する前記第２の表示処理部の初
期設定を行う第２の初期設定ステップと、前記第１の表示処理部及び前記第２の表示処理
部の初期設定後、前記ランプの点灯を行うランプ点灯ステップと、前記ランプの点灯後、
前記第１の表示処理部の初期設定状態を検査する第１の検査ステップと、前記第１の検査
ステップにおいて前記第１の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出されたとき、
前記第１の表示処理部の再初期設定を行う第１の再初期設定ステップと、前記ランプの点
灯後、前記第２の表示処理部の再初期設定を行う第２の再初期設定ステップとを含む。
【００１３】
　本態様においては、読み出しが不可能に構成されたレジスターセットを有する表示処理
部については、ランプ点灯直後に、再初期設定を必ず行うようにしている。これにより、
読み出しが不可能に構成されたレジスターセットにより初期設定状態が正常であるか否か
の検査ができない場合であっても、この種のレジスターセットを有する表示処理部の初期
設定を確実に行うことができる。その結果、初期設定対象として、読み出しが可能なレジ
スターと読み出しが不可能なレジスターとが混在する画像表示装置において、短期間での
表示処理の正常化を確実に行うことができる。
【００１４】
　（５）本発明の第５の態様に係る画像表示装置の制御方法は、第１の態様乃至第４の態
様のいずれかにおいて、前記第１の再初期設定ステップでは、前記第１の検査ステップに
おいて前記第１の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出されたとき、前記第１の
表示処理部及び前記第２の表示処理部の再初期設定を行う。
　本態様によれば、表示処理部の初期設定の順序を考慮する必要がある場合には、前段側
に配置される表示処理部の再初期設定に続けて、後段側に配置される表示処理部の再初期
設定を行うことで、表示処理の正常化を短期間で行うことができるようになる。
【００１５】
　（６）本発明の第６の態様に係る画像表示装置の制御方法は、第１の態様乃至第５の態
様のいずれかにおいて、前記第１の検査ステップ及び前記第２の検査ステップのうち少な
くとも一方では、検査対象の表示処理部が有するレジスターのライトデータ値がリードデ
ータ値と不一致のとき、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出する。
　本態様によれば、簡素な制御により初期設定状態の異常又は正常を検出することができ
るようになる。
【００１６】
　（７）本発明の第７の態様に係る画像表示装置の制御方法は、第１の態様乃至第５の態
様のいずれかにおいて、前記第１の検査ステップ及び前記第２の検査ステップのうち少な
くとも一方では、検査対象の表示処理部が有するレジスターのリードデータ値がデフォル
ト値と一致したとき、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出する。
　本態様によれば、リセット信号を伝搬する信号線にノイズが混入して誤ってリセットが
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かかったときの表示処理部の初期設定状態の異常を検出することができるようになる。
【００１７】
　（８）本発明の第８の態様に係る画像表示装置の制御方法は、第１の態様乃至第５の態
様のいずれかにおいて、前記第１の設定状態検査ステップ及び前記第２の設定状態検査ス
テップのうち少なくとも一方では、所定時間経過後にビジー信号が非アクティブに設定さ
れないとき、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出する。
　本態様によれば、簡素な時間監視により表示処理部の初期設定状態が異常であるか否か
を検出することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１の実施形態におけるプロジェクターの構成例の機能ブロック図。
【図２】第１の実施形態におけるプロジェクターのハードウェア構成例のブロック図。
【図３】第１の実施形態におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示すフロー図
。
【図４】第１の実施形態の比較例におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示す
フロー図。
【図５】第２の実施形態におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示すフロー図
。
【図６】第２の実施形態におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示すフロー図
。
【図７】第３の実施形態におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示すフロー図
。
【図８】第３の実施形態におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示すフロー図
。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。なお、以下に説明す
る実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではな
い。また以下で説明される構成のすべてが本発明の課題を解決するために必須の構成要件
であるとは限らない。
　以下、本発明に係る画像表示装置としてプロジェクターを例に説明するが、本発明に係
る画像表示装置はこれに限定されるものではない。
【００２０】
　〔第１の実施形態〕
　図１に、本発明の第１の実施形態におけるプロジェクターの構成例の機能ブロック図を
示す。
　画像表示装置としてのプロジェクター１０は、第１の表示処理部２０、第２の表示処理
部３０、投射部４０、ランプ５０、及び制御部６０を備えている。制御部６０は、第１の
初期設定部６１、第１の検査部６２、第１の再初期設定部６３、第２の初期設定部６４、
第２の検査部６５、第２の再初期設定部６６、及びランプ点灯部７０を備えている。
　第１の表示処理部２０は、図示しない画像信号供給装置からの画像信号に対して第１の
表示処理を行う。第２の表示処理部３０は、第１の表示処理部２０によって行われた第１
の表示処理後の画像信号に対して第２の表示処理を行う。投射部４０は、ランプ５０から
の光を、第２の表示処理後の画像信号に基づいて変調し、図示しないスクリーンに画像を
投写する。制御部６０は、プロジェクター１０の全体の制御を司り、例えばプロジェクタ
ー１０の外部電源投入後に行われる起動シーケンスにおいて、第１の表示処理部２０及び
第２の表示処理部３０の初期化処理やランプ５０の点灯制御を行う。
　なお、図１においてプロジェクター１０は、２つの表示処理部を備える例を示したが、
３以上の複数の表示処理部を備えてもよい。また、第１の表示処理及び第２の表示処理は
、画像調整、画質向上等を目的とした公知の表示処理である。
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【００２１】
　プロジェクター１０の外部電源投入後の起動シーケンスにおいては、第１の初期設定部
６１は、第１の表示処理部２０の初期設定を行う。第１の検査部６２は、第１の初期設定
部６１によって行われた第１の表示処理部２０の初期設定状態を検査する。第１の再初期
設定部６３は、第１の検査部６２によって第１の表示処理部２０の初期設定状態が異常で
あると検出されたとき、第１の表示処理部２０の再初期設定を行う。
　また、第２の初期設定部６４は、第２の表示処理部３０の初期設定を行う。第２の検査
部６５は、第２の初期設定部６４によって行われた第２の表示処理部３０の初期設定状態
を検査する。第２の再初期設定部６６は、第２の検査部６５によって第２の表示処理部３
０の初期設定状態が異常であると検出されたとき、第２の表示処理部３０の再初期設定を
行う。
　更にランプ点灯部７０は、第１の表示処理部２０及び第２の表示処理部３０の各々の初
期設定後にランプ５０を点灯する制御を行う。
【００２２】
　このような構成を有するプロジェクター１０は、第１の表示処理部２０及び第２の表示
処理部３０の少なくとも１つの表示処理部により表示処理された画像信号に対応した画像
を表示することができる。このとき、プロジェクター１０は、電源起動時に各表示処理部
の初期設定を行い、初期設定直後に各表示処理部の初期設定状態を検査する。そして、プ
ロジェクター１０は、初期設定状態が異常であると検出された表示処理部のみ、再初期設
定を行う。
　こうすることで、通信エラー等により初期設定状態が異常となり、表示処理部が誤動作
してしまう場合であっても、必要最小限の時間で表示処理の正常化を可能にすることがで
きるようになる。
【００２３】
　また、第２の初期設定部６４は、第１の表示処理部２０の初期設定状態が正常と検出さ
れない限り、第２の表示処理部３０の初期設定を行わないことが望ましい。
　こうすることで、表示処理部単位で初期設定状態を正常化して、必要最小限の時間でプ
ロジェクター１０の表示処理の正常化が可能となる。
【００２４】
　以下、図１のプロジェクター１０のより具体的な構成例及び制御例について説明する。
　図２に、第１の実施形態におけるプロジェクターのハードウェア構成例のブロック図を
示す。図２は、表示パネルを用いたプロジェクターの構成例を表す。
　プロジェクター１００は、第１の表示処理デバイス１１０、第２の表示処理デバイス１
２０、第３の表示処理デバイス１３０、第４の表示処理デバイス１４０、表示パネル１５
０、電源部１６０、及びランプ１７０を備えている。また、プロジェクター１００は、メ
イン中央演算処理装置（Central Processing Unit：以下、ＣＰＵ）２００、及びサブＣ
ＰＵ２１０を備えている。なお、図２ではプロジェクター１００が４つの表示処理デバイ
スを有するものとして説明するが、２つ以上の表示処理デバイスを有していればよい。
　メインＣＰＵ２００は、バスＢＵＳ１や各種信号線（図示せず）を介して、第１の表示
処理デバイス１１０、第３の表示処理デバイス１３０、及び第４の表示処理デバイス１４
０と接続されており、これらの表示処理デバイスの制御や監視を行う。サブＣＰＵ２１０
は、バスＢＵＳ２を介して第２の表示処理デバイス１２０と接続されており、第２の表示
処理デバイス１２０の制御や監視を行う。メインＣＰＵ２００は、サブＣＰＵ２１０を介
して、第２の表示処理デバイス１２０の制御や監視を行う。
【００２５】
　第１の表示処理デバイス１１０は、図示しない画像信号供給装置により供給される画像
信号に対して画像調整を目的とした表示処理を行う集積回路装置である。第１の表示処理
デバイス１１０は、台形歪み補正、ガンマ補正処理、色補正処理、明るさ補正処理、及び
コントラスト補正処理の少なくとも１つの処理を行う。第１の表示処理デバイス１１０は
、バスＢＵＳ１を介してメインＣＰＵ２００によって書き込み及び読み出しが可能に構成
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された１又は複数のレジスター（設定レジスター、制御レジスター）を有するレジスター
セットＲＳ１を備えている。第１の表示処理デバイス１１０は、レジスターセットＲＳ１
に設定された設定値に対応した表示処理を行う。
【００２６】
　第２の表示処理デバイス１２０は、第１の表示処理デバイス１１０の出力に対して画質
向上を目的とした表示処理を行う集積回路装置である。第２の表示処理デバイス１２０は
、超解像処理、及び中間フレーム生成処理（２倍速、４倍速等）の少なくとも１つの処理
を行う。第２の表示処理デバイス１２０は、バスＢＵＳ２を介してサブＣＰＵ２１０によ
って書き込み及び読み出しが可能に構成された１又は複数のレジスターを有するレジスタ
ーセットＲＳ２を備えている。第２の表示処理デバイス１２０は、レジスターセットＲＳ
２に設定された設定値に対応した表示処理を行う。サブＣＰＵ２１０は、メインＣＰＵ２
００からの指示に対応した設定値をレジスターセットＲＳ２に設定する。
【００２７】
　第３の表示処理デバイス１３０は、第２の表示処理デバイス１２０の出力に対して表示
パネル１５０における画質補正を目的とした表示処理を行う集積回路装置である。第３の
表示処理デバイス１３０は、色むら補正処理、筋むら補正処理、ゴースト補正処理、及び
クロストーク補正処理の少なくとも１つの処理を行う。第３の表示処理デバイス１３０は
、バスＢＵＳ１を介してメインＣＰＵ２００によって書き込み及び読み出しが可能に構成
された１又は複数のレジスターを有するレジスターセットＲＳ３を備えている。第３の表
示処理デバイス１３０は、レジスターセットＲＳ３に設定された設定値に対応した表示処
理を行う。
【００２８】
　第４の表示処理デバイス１４０は、第３の表示処理デバイス１３０の出力に基づいて表
示パネル１５０の駆動処理（広義には、表示処理）を行う集積回路装置である。具体的に
は、第４の表示処理デバイス１４０は、画像信号のシリアル－パラレル変換処理、画像信
号のディジタル－アナログ変換処理、及び駆動タイミング信号を生成する。第４の表示処
理デバイス１４０は、バスＢＵＳ１を介してメインＣＰＵ２００によって書き込みが可能
で、且つ、読み出しが不可能に構成された１又は複数のレジスターを有するレジスターセ
ットＲＳ４を備えている。第４の表示処理デバイス１４０は、レジスターセットＲＳ４に
設定された設定値に対応した駆動条件で、表示パネル１５０の駆動処理を行う。
【００２９】
　表示パネル１５０は、第４の表示処理デバイス１４０の出力に基づいて、各画素に照射
されるランプ１７０からの光の透過率を制御することにより画像を形成する光変調素子で
ある。表示パネル１５０が液晶ライトバルブにより実現される場合、一対の透明なガラス
基板に電気光学物質である液晶が密閉封入されて形成される。
　電源部１６０は、プロジェクター１００の外部電源の投入後、プロジェクター１００を
構成する各部に対応した電源を供給する。具体的には、電源部１６０は、メインＣＰＵ２
００に対してＣＰＵ系電源として電源ＰＷ１を供給し、第１の表示処理デバイス１１０～
第４の表示処理デバイス１４０に対してディジタル系電源として電源ＰＷ２を供給する。
また、電源部１６０は、第４の表示処理デバイス１４０及び表示パネル１５０に対してア
ナログ系電源として電源ＰＷ３を供給し、ランプ１７０に対して電源ＰＷ４を供給する。
電源ＰＷ２～ＰＷ４については、電源部１６０は、メインＣＰＵ２００からの制御により
各部に供給を開始する。
　ランプ１７０は、例えば超高圧水銀ランプ、メタルハライドランプ、又はキセノンラン
プ等の放電発光を利用したランプや、ハロゲンランプ等の熱発光型のランプであり、照射
光を表示パネル１５０に照射する。
【００３０】
　メインＣＰＵ２００は、プログラムが記憶されるメモリー（図示せず）を備えており、
該メモリーに記憶されるプログラムに対応した処理を実行することで、ソフトウェア処理
を行うことができる。メインＣＰＵ２００は、このソフトウェア処理により、第１の表示
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処理デバイス１１０、第３の表示処理デバイス１３０、及び第４の表示処理デバイス１４
０における各表示処理のオン・オフ制御、表示処理条件の設定等の制御を行ったり、各表
示処理デバイスの監視を行ったりする。具体的には、メインＣＰＵ２００は、まず、アク
セス対象の表示処理デバイスのチップセレクト信号をアクティブに設定する。そして、メ
インＣＰＵ２００は、当該表示処理デバイスに対してクロック信号を供給し、該表示処理
デバイスが有するレジスターセットに対してクロック信号に同期したデータ（ライトデー
タ、リードデータ）の送信又は受信を行う。
【００３１】
　また、第２の表示処理デバイス１２０については、メインＣＰＵ２００は、第２の表示
処理デバイス１２０の制御等を行うサブＣＰＵ２１０を介して、第２の表示処理デバイス
１２０の制御を行う。具体的には、メインＣＰＵ２００は、サブＣＰＵ２１０を介して、
第２の表示処理デバイス１２０における表示処理のオン・オフ制御、表示処理条件の設定
等の制御を行ったり、第２の表示処理デバイス１２０の監視を行ったりする。このとき、
サブＣＰＵ２１０は、メインＣＰＵ２００に対してビジー信号Ｂｕｓｙを出力し、メイン
ＣＰＵ２００がサブＣＰＵ２１０にアクセス可能であるか否かを通知する。サブＣＰＵ２
１０は、例えば制御対象の第２の表示処理デバイス１２０が有するレジスターセットへの
アクセス処理中にビジー信号Ｂｕｓｙをアクティブに設定する。一方、サブＣＰＵ２１０
は、第２の表示処理デバイス１２０が有するレジスターセットへのアクセスが可能になっ
たときにビジー信号Ｂｕｓｙを非アクティブに設定する。メインＣＰＵ２００は、ビジー
信号Ｂｕｓｙが非アクティブに設定されたときコマンドを発行して、サブＣＰＵ２１０に
対して上記の第２の表示処理デバイス１２０の制御等を指示する。
【００３２】
　サブＣＰＵ２１０は、メインＣＰＵ２００と同様に、プログラムが記憶されるメモリー
（図示せず）を備えており、該メモリーに記憶されるプログラムに対応した処理を実行す
ることで、ソフトウェア処理を行うことができる。サブＣＰＵ２１０は、このソフトウェ
ア処理により、第２の表示処理デバイス１２０の制御等を行う。具体的には、サブＣＰＵ
２１０は、第２の表示処理デバイス１２０に対して例えばクロック信号を供給し、第２の
表示処理デバイス１２０が有するレジスターセットに対してクロック信号に同期したデー
タ（ライトデータ、リードデータ）の送信又は受信を行う。
【００３３】
　図２において、図１の制御部６０の機能は、メインＣＰＵ２００によって実現される。
図１の第１の表示処理部２０の機能は、例えば第１の表示処理デバイス１１０によって実
現される。図１の第２の表示処理部３０の機能は、例えば第２の表示処理デバイス１２０
及びサブＣＰＵ２１０によって実現される。図１の投射部４０の機能は、表示パネル１５
０及び図示しない投射レンズ等によって実現される。図１のランプ５０の機能は、ランプ
１７０によって実現される。
　プロジェクター１００の外部電源投入時の起動シーケンスにおいて、メインＣＰＵ２０
０が、各表示処理デバイスに対応したリセット信号の発行及び解除を行った後、初期化を
行う。メインＣＰＵ２００は、第１の表示処理デバイス１１０に対してリセット信号Ｒｅ
ｓｅｔ１、サブＣＰＵ２１０に対してリセット信号Ｒｅｓｅｔ２、第３の表示処理デバイ
ス１３０に対してリセット信号Ｒｅｓｅｔ３の発行及び解除を行う。
【００３４】
　図３に、プロジェクター１００の起動シーケンスの一例を示す。図３において、第１の
表示処理デバイス１１０は図１の第１の表示処理部２０に対応させ、第２の表示処理デバ
イス１２０及びサブＣＰＵ２１０は図１の第２の表示処理部３０に対応させることができ
る。
　外部電源が投入されると、電源部１６０は、メインＣＰＵ２００に対して電源ＰＷ１の
供給を開始する（ステップＳ１）。これ以降、メインＣＰＵ２００は、プロジェクター１
００の初期設定等を行うことができるようになる。
　プロジェクター１００は、図示しない電源ボタンを有しており、メインＣＰＵ２００は
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、この電源ボタンの押下を監視する（ステップＳ２：Ｎ）。電源ボタンの押下が検出され
たとき（ステップＳ２：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、電源部１６０を制御して、第１の
表示処理デバイス１１０～第４の表示処理デバイス１４０に対して電源ＰＷ２の供給を開
始させる（ステップＳ３）。
　電源ＰＷ２の供給が開始されると、メインＣＰＵ２００は、電源が安定する電源安定期
間として２０ｍ秒だけ待つ（ステップＳ４）。
【００３５】
　電源安定期間が経過すると、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ１を発行
し、所定の期間経過後にリセット信号Ｒｅｓｅｔ１を解除する（ステップＳ５）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第１の表示処理デバイス１１０の初期設定を行う（ステ
ップＳ６、第１の初期設定ステップ）。具体的には、メインＣＰＵ２００は、第１の表示
処理デバイス１１０が有する初期設定対象のレジスターセットＲＳ１に対して初期設定を
行う。この初期設定は、初期設定対象のレジスターセットを構成する各レジスターに、予
め決められた初期設定値を設定することで実現される（以下、同様）。
　続いて、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ６において初期設定が行われた第１の表示
処理デバイス１１０の初期設定状態を検査する（ステップＳ７、第１の検査ステップ）。
　ステップＳ７において初期設定状態が異常であると検出されたとき（ステップＳ７：Ｎ
）、メインＣＰＵ２００は、第１の表示処理デバイス１１０の再初期設定（リトライ）を
行うか否かを判別する（ステップＳ８）。
　外部電源投入後における第１の表示処理デバイス１１０の再初期設定の繰り返し回数が
０回～２回のとき（ステップＳ８：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ５に戻り、
第１の表示処理デバイス１１０の再初期設定を行う。このとき、再初期設定時におけるス
テップＳ６は、第１の再初期設定ステップに相当する。
　再初期設定の繰り返し回数が３回目のとき（ステップＳ８：Ｎ）、メインＣＰＵ２００
は、所与の異常処理を行い（ステップＳ９）、一連の処理を終了する（エンド）。異常処
理が行われたとき、プロジェクター１００は、少なくとも電源ＰＷ４をオフし、表示を開
始しないことが望ましい。
【００３６】
　ステップＳ７において初期設定状態が正常であると検出されたとき（ステップＳ７：Ｙ
）、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ２を発行し、所定の期間経過後にリ
セット信号Ｒｅｓｅｔ２を解除する（ステップＳ１０）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第２の表示処理デバイス１２０の初期設定を行うために
、サブＣＰＵ２１０を起動する（ステップＳ１１）。
　そして、メインＣＰＵ２００は、起動したサブＣＰＵ２１０を介して、第２の表示処理
デバイス１２０の初期設定を行う（ステップＳ１２、第２の初期設定ステップ）。即ち、
ステップＳ１２では、ステップＳ７において第１の表示処理デバイス１１０の初期設定状
態が正常と検出されない限り、第２の表示処理デバイス１２０の初期設定が行われない。
このステップＳ１２では、具体的には、メインＣＰＵ２００からの指示を受けたサブＣＰ
Ｕ２１０が、第２の表示処理デバイス１２０が有する初期設定対象のレジスターセットＲ
Ｓ２に対して初期設定を行う。
　続いて、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ１２において初期設定が行われた第２の表
示処理デバイス１２０の初期設定状態を検査する（ステップＳ１３、第２の検査ステップ
）。
　ステップＳ１３において初期設定状態が異常であると検出されたとき（ステップＳ１３
：Ｎ）、メインＣＰＵ２００は、第２の表示処理デバイス１２０の再初期設定を行うか否
かを判別する（ステップＳ１４）。
　外部電源投入後における第２の表示処理デバイス１２０の再初期設定の繰り返し回数が
０回～２回のとき（ステップＳ１４：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ１０に戻
り、第２の表示処理デバイス１２０の再初期設定を行う。このとき、再初期設定時におけ
るステップＳ１２は、第２の再初期設定ステップに相当する。
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　再初期設定の繰り返し回数が３回目のとき（ステップＳ１４：Ｎ）、メインＣＰＵ２０
０は、ステップＳ９に進む。
【００３７】
　ステップＳ１３において初期設定状態が正常であると検出されたとき（ステップＳ１３
：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ３を発行し、所定の期間経過後
にリセット信号Ｒｅｓｅｔ３を解除する（ステップＳ１５）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０の初期設定を行う（ステ
ップＳ１６）。具体的には、メインＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０が有
する初期設定対象のレジスターセットＲＳ３に対して初期設定を行う。
　続いて、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ１６において初期設定が行われた第３の表
示処理デバイス１３０の初期設定状態を検査する（ステップＳ１７）。
　ステップＳ１７において初期設定状態が異常であると検出されたとき（ステップＳ１７
：Ｎ）、メインＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０の再初期設定（リトライ
）を行うか否かを判別する（ステップＳ１８）。
　外部電源投入後における第３の表示処理デバイス１３０の再初期設定の繰り返し回数が
０回～２回のとき（ステップＳ１８：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ１５に戻
り、第３の表示処理デバイス１３０の再初期設定を行う。再初期設定の繰り返し回数が３
回目のとき（ステップＳ１８：Ｎ）、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ９に進む。
【００３８】
　ステップＳ１７において初期設定状態が正常であると検出されたとき（ステップＳ１７
：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、第４の表示処理デバイス１４０の初期設定を行う（ステ
ップＳ１９）。具体的には、メインＣＰＵ２００は、第４の表示処理デバイス１４０が有
する初期設定対象のレジスターセットＲＳ４に対して初期設定を行う。
　続いて、メインＣＰＵ２００は、電源部１６０を制御して、第４の表示処理デバイス１
４０に対して電源ＰＷ３の供給を開始させる（ステップＳ２０）。
　更に、メインＣＰＵ２００は、電源部１６０を制御して、ランプ１７０に対して電源Ｐ
Ｗ４の供給を開始させる（ステップＳ２１）。そして、プロジェクター１００は、ランプ
１７０の点灯を行う（ステップＳ２２）。
　ランプ点灯後は、プロジェクター１００は、第１の表示処理デバイス１１０～第４の表
示処理デバイス１４０の少なくとも１つによる表示処理後の画像信号に基づいて、ランプ
１７０からの光を光変調して画像を表示する（ステップＳ２３）。その後、プロジェクタ
ー１００は、一連の処理を終了する（エンド）。
【００３９】
　なお、ステップＳ７、ステップＳ１３及びステップＳ１７の少なくとも１つでは、検査
対象の表示処理部が有するレジスターのライトデータ値がリードデータ値と不一致のとき
、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出される。
　これにより、簡素な制御により初期設定状態の異常又は正常を検出することができるよ
うになる。
【００４０】
　或いは、ステップＳ７、ステップＳ１３及びステップＳ１７の少なくとも１つでは、検
査対象の表示処理部が有するレジスターのリードデータ値がデフォルト値と一致したとき
、検査対象の表示処理部の初期設定状態が異常であると検出されるようにしてもよい。
　これにより、リセット信号を伝搬する信号線にノイズが混入して誤ってリセットがかか
ったときの異常を検出することができるようになる。
【００４１】
　また、ステップＳ１３では、所定時間経過後にビジー信号Ｂｕｓｙが非アクティブに設
定されないとき、第２の表示処理デバイス１２０の初期設定状態が異常であると検出され
る。なお、サブＣＰＵ２１０の他に、第１の表示処理デバイス１１０、第３の表示処理デ
バイス１３０及び第４の表示処理デバイス１４０のいずれかがビジー信号Ｂｕｓｙをメイ
ンＣＰＵ２００に対して出力するようにしてもよい。この場合には、ステップＳ７又はス
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テップＳ１７でも、所定時間経過後にビジー信号Ｂｕｓｙが非アクティブに設定されない
とき、検査対象の表示処理デバイスの初期設定状態が異常であると検出されるようにして
もよい。
　これにより、簡素な時間監視により初期設定状態が異常であるか否かを検出することが
できるようになる。
【００４２】
　以上のような第１の実施形態に対して、第１の実施形態の比較例では、複数の表示処理
デバイスを有するプロジェクターの起動シーケンスが、次のように動作するものと考える
。
【００４３】
　図４に、第１の実施形態の比較例におけるプロジェクターの起動シーケンスの一例を示
す。図４において、本比較例におけるプロジェクターの構成が、図３と同様であるものと
し、メインＣＰＵの制御のみが異なるものとする。
　外部電源が投入されると、電源部は、メインＣＰＵに対して電源ＰＷ１の供給を開始す
る（ステップＳ２００）。
　メインＣＰＵは、プロジェクターが有する電源ボタンの押下を監視している（ステップ
Ｓ２０１：Ｎ）。電源ボタンの押下が検出されたとき（ステップＳ２０１：Ｙ）、メイン
ＣＰＵは、電源部を制御して、第１の表示処理デバイス～第４の表示処理デバイスに対し
て電源ＰＷ２の供給を開始させる（ステップＳ２０２）。
　電源ＰＷ２の供給が開始されると、メインＣＰＵは、電源が安定する電源安定期間とし
て２０ｍ秒だけ待つ（ステップＳ２０３）。
【００４４】
　例えば、この時点において第１の表示処理デバイス～第４の表示処理デバイスの各々に
対してリセット信号が発行されているものとする。電源安定期間が経過すると、メインＣ
ＰＵは、リセット信号Ｒｅｓｅｔ１の解除を行い（ステップＳ２０４）、第１の表示処理
デバイスの初期設定を行う（ステップＳ２０５）。
　次に、メインＣＰＵは、リセット信号Ｒｅｓｅｔ２の解除を行い（ステップＳ２０６）
、サブＣＰＵを起動し（ステップＳ２０７）、サブＣＰＵを介して第２の表示処理デバイ
スの初期設定を行う（ステップＳ２０８）。
　続いて、メインＣＰＵは、リセット信号Ｒｅｓｅｔ３の解除を行い（ステップＳ２０９
）、第３の表示処理デバイスの初期設定を行う（ステップＳ２１０）。
　その後、メインＣＰＵは、第４の表示処理デバイスの初期設定を行い（ステップＳ２１
１）、電源部を制御して第４の表示処理デバイス、及び表示パネルに対して電源ＰＷ３の
供給を開始させる（ステップＳ２１２）。
　更に、メインＣＰＵは、電源部を制御して、ランプに対して電源ＰＷ４の供給を開始さ
せる（ステップＳ２１３）。そして、プロジェクターは、ランプの点灯を行う（ステップ
Ｓ２１４）。
　ランプ点灯後は、プロジェクターは、第１の表示処理デバイス～第４の表示処理デバイ
スの少なくとも１つによる表示処理後の画像信号に基づいて、ランプからの光を光変調し
て画像を表示し（ステップＳ２１５）、一連の処理を終了する（エンド）。
【００４５】
　図４に示すように、本比較例では、各表示処理デバイスの再初期設定を行わないため、
通信エラーやランプ点灯ノイズ等により初期設定状態が異常となったときに、表示処理デ
バイスが誤動作を起こしたり、異常表示状態になったりする。これは、表示デバイスの劣
化や故障に至るおそれがある。そこで、正常表示への復帰を図るために、無条件に図４の
シーケンスで再初期設定を行うと、外部電源投入後から正常表示までの時間が長くなる。
これに対して、第１の実施形態によれば、初期設定状態が異常であると検出された表示処
理デバイスのみ再初期設定を行うようにしたので、通信エラー等による誤動作に対して、
必要最小限の時間で表示処理の正常化が可能となる。
【００４６】
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　〔第２の実施形態〕
　第１の実施形態では、プロジェクターが有するランプの点灯前に各表示処理デバイスの
初期設定状態を検査するようにしていたが、第２の実施形態では、ランプの点灯後に各表
示処理デバイスの初期設定状態を検査し、必要に応じて再初期設定を行う。
【００４７】
　このような第２の実施形態におけるプロジェクターは、図１の機能ブロック図と同様の
構成を有している。第２の実施形態におけるプロジェクターの起動シーケンスにおいて、
第１の初期設定部６１は、第１の表示処理部２０の初期設定を行い、第２の初期設定部６
４は、第２の表示処理部３０の初期設定を行う。ランプ点灯部７０は、第１の表示処理部
２０及び第２の表示処理部３０の初期設定後、ランプ５０の点灯を行う。
　第１の検査部６２は、ランプ５０の点灯後、第１の表示処理部２０の初期設定状態を検
査する。第１の検査部６２により第１の表示処理部２０の初期設定状態が異常であると検
出されたとき、第１の再初期設定部６３は、第１の表示処理部２０の再初期設定を行う。
第２の検査部６５は、ランプ５０の点灯後、第２の表示処理部３０の初期設定状態を検査
する。第２の検査部６５により第２の表示処理部３０の初期設定状態が異常であると検出
されたとき、第２の再初期設定部６６は、第２の表示処理部３０の再初期設定を行う。
【００４８】
　第２の実施形態におけるプロジェクターの具体的な構成は、図２と同様とすることがで
き、以下では第１の実施形態と同一符号を付して説明する。
　図５及び図６に、第２の実施形態におけるプロジェクター１００の起動シーケンスの一
例を示す。ここでは、第１の表示処理デバイス１１０は図１の第１の表示処理部２０に対
応させ、第２の表示処理デバイス１２０及びサブＣＰＵ２１０は図１の第２の表示処理部
３０に対応させることができる。
　外部電源が投入されると、電源部１６０は、メインＣＰＵ２００に対して電源ＰＷ１の
供給を開始する（ステップＳ３０）。
　メインＣＰＵ２００は、電源ボタンの押下を監視している（ステップＳ３１：Ｎ）。電
源ボタンの押下が検出されたとき（ステップＳ３１：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、電源
部１６０を制御して、第１の表示処理デバイス１１０～第４の表示処理デバイス１４０に
対して電源ＰＷ２の供給を開始させる（ステップＳ３２）。
　電源ＰＷ２の供給が開始されると、メインＣＰＵ２００は、電源が安定する電源安定期
間として２０ｍ秒だけ待つ（ステップＳ３３）。
【００４９】
　電源安定期間が経過すると、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ１を発行
し、所定の期間経過後にリセット信号Ｒｅｓｅｔ１を解除する（ステップＳ３４）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第１の表示処理デバイス１１０の初期設定を行う（ステ
ップＳ３５、第１の初期設定ステップ）。具体的には、メインＣＰＵ２００は、第１の表
示処理デバイス１１０が有する初期設定対象のレジスターセットＲＳ１に対して初期設定
を行う。
　続いて、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ２を発行し、所定の期間経過
後にリセット信号Ｒｅｓｅｔ２を解除する（ステップＳ３６）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第２の表示処理デバイス１２０の初期設定を行うために
、サブＣＰＵ２１０を起動する（ステップＳ３７）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、起動したサブＣＰＵ２１０を介して、第２の表示処理デ
バイス１２０の初期設定を行う（ステップＳ３８、第２の初期設定ステップ）。具体的に
は、メインＣＰＵ２００からの指示を受けたサブＣＰＵ２１０が、第２の表示処理デバイ
ス１２０が有する初期設定対象のレジスターセットＲＳ２に対して初期設定を行う。
　次に、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ３を発行し、所定の期間経過後
にリセット信号Ｒｅｓｅｔ３を解除する（ステップＳ３９）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０の初期設定を行う（ステ
ップＳ４０）。具体的には、メインＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０が有
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する初期設定対象のレジスターセットＲＳ３に対して初期設定を行う。
　次に、メインＣＰＵ２００は、第４の表示処理デバイス１４０の初期設定を行う（ステ
ップＳ４１）。具体的には、メインＣＰＵ２００は、第４の表示処理デバイス１４０が有
する初期設定対象のレジスターセットＲＳ４に対して初期設定を行う。
　次に、メインＣＰＵ２００は、電源部１６０を制御して、第４の表示処理デバイス１４
０、及び表示パネルに対して電源ＰＷ３の供給を開始させる（ステップＳ４２）。
　次に、メインＣＰＵ２００は、電源部１６０を制御して、ランプ１７０に対して電源Ｐ
Ｗ４の供給を開始させる（ステップＳ４３）。そして、プロジェクター１００は、ランプ
１７０の点灯を行う（ステップＳ４４、ランプ点灯ステップ）。
【００５０】
　続いて、メインＣＰＵ２００は、第１の表示処理デバイス１１０の初期設定状態を検査
する（ステップＳ４５、第１の検査ステップ）。
　ステップＳ４５において初期設定状態が異常であると検出されたとき（ステップＳ４５
：Ｎ）、メインＣＰＵ２００は、外部電源投入後における第１の表示処理デバイス１１０
の再初期設定の繰り返し回数を判別する（ステップＳ４６）。
　第１の表示処理デバイス１１０の再初期設定の繰り返し回数が０回～２回のとき（ステ
ップＳ４６：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ１を発行し、所定の
期間経過後にリセット信号Ｒｅｓｅｔ１を解除する（ステップＳ４７）。続いて、メイン
ＣＰＵ２００は、第１の表示処理デバイス１１０の初期設定を行う（ステップＳ４８）。
そして、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ２を発行し、所定の期間経過後
にリセット信号Ｒｅｓｅｔ２を解除する（ステップＳ４９）。引き続き、メインＣＰＵ２
００は、サブＣＰＵ２１０を起動し（ステップＳ５０）、サブＣＰＵ２１０を介して第２
の表示処理デバイス１２０の初期設定を行う（ステップＳ５１）。更に、メインＣＰＵ２
００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ３を発行し、所定の期間経過後にリセット信号Ｒｅｓｅ
ｔ３を解除し（ステップＳ５２）、第３の表示処理デバイス１３０の初期設定を行う（ス
テップＳ５３）。その後、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ４５に戻る。
　ステップＳ４６において再初期設定の繰り返し回数が３回のとき（ステップＳ４６：Ｎ
）、メインＣＰＵ２００は、所与の異常処理を行い（ステップＳ６７）、一連の処理を終
了する（エンド）。異常処理が行われたとき、プロジェクター１００は、少なくとも電源
ＰＷ４をオフし、表示を開始しないことが望ましい。
【００５１】
　ステップＳ４５において初期設定状態が正常であると検出されたとき（ステップＳ４５
：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、第２の表示処理デバイス１２０の初期設定状態を検査す
る（ステップＳ５４、第２の検査ステップ）。
　ステップＳ５４において初期設定状態が異常であると検出されたとき（ステップＳ５４
：Ｎ）、メインＣＰＵ２００は、外部電源投入後における第２の表示処理デバイス１２０
の再初期設定の繰り返し回数を判別する（ステップＳ５５）。
　第２の表示処理デバイス１２０の再初期設定の繰り返し回数が０回～２回のとき（ステ
ップＳ５５：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ２を発行し、所定の
期間経過後にリセット信号Ｒｅｓｅｔ２を解除する（ステップＳ５６）。引き続き、メイ
ンＣＰＵ２００は、サブＣＰＵ２１０を起動し（ステップＳ５７）、サブＣＰＵ２１０を
介して第２の表示処理デバイス１２０の初期設定を行う（ステップＳ５８）。更に、メイ
ンＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ３を発行し、所定の期間経過後にリセット信
号Ｒｅｓｅｔ３を解除し（ステップＳ５９）、第３の表示処理デバイス１３０の初期設定
を行う（ステップＳ６０）。その後、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ５４に戻る。
　ステップＳ５５において再初期設定の繰り返し回数が３回のとき（ステップＳ５５：Ｎ
）、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ６７に進み、異常処理を行う。
【００５２】
　ステップＳ５４において初期設定状態が正常であると検出されたとき（ステップＳ５４
：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０の初期設定状態を検査す
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る（ステップＳ６１）。
　ステップＳ６１において初期設定状態が異常であると検出されたとき（ステップＳ６１
：Ｎ）、メインＣＰＵ２００は、外部電源投入後における第３の表示処理デバイス１３０
の再初期設定の繰り返し回数を判別する（ステップＳ６２）。
　第３の表示処理デバイス１３０の再初期設定の繰り返し回数が０回～２回のとき（ステ
ップＳ６２：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、リセット信号Ｒｅｓｅｔ３を発行し、所定の
期間経過後にリセット信号Ｒｅｓｅｔ３を解除する（ステップＳ６３）。引き続き、メイ
ンＣＰＵ２００は、第３の表示処理デバイス１３０の初期設定を行う（ステップＳ６４）
。その後、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ６１に戻る。
　ステップＳ６２において再初期設定の繰り返し回数が３回のとき（ステップＳ６２：Ｎ
）、メインＣＰＵ２００は、ステップＳ６７に進み、異常処理を行う。
【００５３】
　ステップＳ６１において初期設定状態が正常であると検出されたとき（ステップＳ６１
：Ｙ）、メインＣＰＵ２００は、第４の表示処理デバイス１４０の初期化を行う（ステッ
プＳ６５）。その後、プロジェクター１００は、第１の表示処理デバイス１１０～第４の
表示処理デバイス１４０の少なくとも１つによる表示処理後の画像信号に基づいて、ラン
プ１７０からの光を光変調して画像を表示し（ステップＳ６６）、一連の処理を終了する
（エンド）。
【００５４】
　なお、ステップＳ４５、ステップＳ５４、及びステップＳ６１の少なくとも１つでは、
検査対象の表示処理デバイスの初期設定状態の正常又は異常を、第１の実施形態と同様に
検出することができる。
　また、ステップＳ５４では、ビジー信号を用いて、第２の表示処理デバイス１２０の初
期設定状態の正常又は異常を、第１の実施形態と同様に検出することができる。
【００５５】
　ここで、例えばステップＳ４８は、第１の再初期設定ステップに対応し、ステップＳ５
８は、第２の再初期設定ステップに対応させることができる。
　以上のように第２の実施形態によれば、各表示処理デバイスの初期設定を行った後にラ
ンプ点灯を行い、少なくともランプ点灯直後に各表示処理デバイスの初期設定状態を検査
する。ここで、初期設定状態が異常であると検出された表示処理デバイスのみ、再初期設
定を行う。
　こうすることで、ランプ点灯ノイズで初期設定状態が異常となり、表示処理デバイスが
誤動作してしまう場合であっても、必要最小限の時間で表示処理の正常化を可能にするこ
とができる。その結果、表示パネルのダメージをできるだけ小さくし、異常な駆動状態の
期間を短縮することができる。
【００５６】
　また、第２の実施形態においては、表示処理デバイスの再初期設定が必要な場合に、当
該表示処理デバイスの後段側に配置された表示処理デバイスの再初期設定を行うようにし
ている。例えば表示処理デバイス間でＬＶＤＳ（Low Voltage Differential Signaling）
技術により通信を行う場合、内蔵するＰＬＬ（Phase-Locked Loop：位相同期回路）によ
り内蔵タイミング信号を生成する。このとき、前段側の表示処理デバイスが誤動作を起こ
すと正常な位相同期状態とならず、当該表示処理デバイスのレジスターセットには正常な
設定値が設定されているにもかかわらず異常な動作状態に陥るおそれがある。そこで、表
示処理デバイスの初期設定の順序を考慮して、前段側に配置される表示処理デバイスの再
初期設定を行う場合には、後段側に配置される表示処理デバイスの再初期設定を続けて行
うことで、表示処理の正常化を短期間で行うことができるようになる。
　こうすることで、表示処理デバイスの初期設定の順序を考慮する必要がある場合でも、
表示処理の正常化を短縮化することができるようになる。なお、第２の実施形態では、例
えばステップＳ４７～ステップＳ５１を第１の再初期設定ステップに対応させることがで
きる。
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【００５７】
　また、第２の実施形態において、第１の表示処理デバイス１１０を図１の第１の表示処
理部２０に対応させ、第４の表示処理デバイス１４０を図１の第２の表示処理部３０に対
応させることができる。即ち、ステップＳ３５では、プロジェクター１００は、第１の初
期設定ステップとして、読み出し可能に構成される初期設定対象のレジスターセットを有
する第１の表示処理デバイス１１０の初期設定を行う。ステップＳ３８では、プロジェク
ター１００は、第２の初期設定ステップとして、読み出し不可能に構成される初期設定対
象のレジスターセットを有する第４の表示処理デバイス１４０（第２の表示処理部）の初
期設定を行う。ステップＳ４８では、プロジェクター１００は、第１の再初期設定ステッ
プとして、初期設定状態の検査後に異常が検出されたときにのみ行う。一方、ステップＳ
６５では、プロジェクター１００は、第２の再初期設定ステップとして、第４の表示処理
デバイス１４０の初期設定状態を検査することなく、再初期設定を行う。
　こうすることで、読み出しが不可能に構成されたレジスターを有する第４の表示処理デ
バイス１４０については、ランプ点灯直後に、第４の表示処理デバイス１４０の再初期設
定を必ず行うことができる。これにより、読み出しが不可能に構成されたレジスターによ
り初期設定状態が正常であるか否かの検査ができない場合であっても、第４の表示処理デ
バイス１４０の初期設定を確実に行うことができる。その結果、初期設定対象として、読
み出しが可能なレジスターと読み出しが不可能なレジスターとが混在するプロジェクター
において、短期間での表示処理の正常化を確実に行うことができる。
【００５８】
　〔第３の実施形態〕
　第２の実施形態では、ランプ点灯後に各表示処理デバイスの初期設定状態を検査するも
のとして説明したが、ランプ点灯前後の各々において各表示処理デバイスの初期設定状態
を検査し、異常な表示処理デバイスのみ再初期設定を行うようにしてもよい。
【００５９】
　第３の実施形態におけるプロジェクターの具体的な構成は、図２と同様とすることがで
き、以下では第１の実施形態と同一符号を付して説明する。
　図７及び図８に、第３の実施形態におけるプロジェクター１００の起動シーケンスの一
例を示す。ここでは、第１の表示処理デバイス１１０は図１の第１の表示処理部２０に対
応させ、第２の表示処理デバイス１２０は図１の第２の表示処理部３０に対応させること
ができる。
【００６０】
　図７及び図８の起動シーケンスは、第１の実施形態における起動シーケンスと第２の実
施形態における起動シーケンスの一部とを組み合わせたものである。そのため、図７及び
図８の各ステップについて詳細な説明を省略する。
　ステップＳ７０～ステップＳ９０の各ステップは、ステップＳ１～ステップＳ２３の各
ステップに対応する。ステップＳ１１２は、ステップＳ２３に対応し、ステップＳ１１３
は、ステップＳ９に対応する。
　ステップＳ９１～ステップＳ１１１の各ステップは、ステップＳ４５～ステップＳ６５
の各ステップに対応する。ステップＳ１１２は、ステップＳ６６に対応し、ステップＳ１
１３は、ステップＳ６７に対応する。
【００６１】
　なお、ランプ点灯後における各表示処理デバイスの初期設定状態の検査ステップは、ラ
ンプ点灯前の各表示処理デバイスの初期設定状態の検査ステップと異なることが望ましい
。ここで、ランプ点灯前における各表示処理デバイスの初期設定状態の検査ステップは、
ステップＳ７６、ステップＳ８１、又はステップＳ８５である。ランプ点灯前における検
査ステップでは、第１の実施形態と同様に、ライトデータ値とリードデータ値との不一致
を検出したり、ビジー信号を用いた時間監視を行うことができる。
　ランプ点灯後の各表示処理デバイスの初期設定状態の検査ステップは、ステップＳ９１
、ステップＳ１００、又はステップＳ１０７である。ここでは、更に、ランプ点灯後にお
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と一致したとき、検査対象の表示処理デバイスの初期設定状態が異常であると検出される
ことが望ましい。こうすることで、これにより、リセット信号を伝搬する信号線にノイズ
が混入して誤ってリセットがかかったときの異常を検出することができるようになる。
【００６２】
　以上、本発明に係る画像表示装置の制御方法等を上記のいずれかの実施形態形に基づい
て説明したが、本発明は上記のいずれかの実施形態に限定されるものではない。その要旨
を逸脱しない範囲において種々の態様において実施することが可能であり、例えば次のよ
うな変形も可能である。
【００６３】
　（１）上記の実施形態では、表示処理デバイスの初期設定を、該表示処理デバイスが備
えるレジスターセットに初期設定値を設定する例を説明したが、本発明はこれに限定され
るものではなく、表示処理デバイスの初期設定の方法に限定されるものではない。
【００６４】
　（２）上記の実施形態では、本発明に係る表示処理部が、１つの集積回路装置、又は該
集積回路装置を制御するサブＣＰＵにより構成される例を説明したが、本発明はこれに限
定されるものではない。本発明に係る表示処理部が、複数の集積回路装置により構成され
たり、複数の表示処理部の機能が１つの集積回路装置に実装されたりしてもよい。
【００６５】
　（３）上記の実施形態では、光変調素子として液晶パネルを用いて画像を投写するプロ
ジェクターを例に説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。光変調素子とし
て、例えばＤＬＰ（Digital Light Processing)（登録商標）、ＬＣＯＳ（Liquid Crysta
l On Silicon）等を採用するものであってもよい。
【００６６】
　（４）上記の実施形態では、画像表示装置としてプロジェクターを例に説明したが、本
発明はこれに限定されるものではない。本発明に係る画像表示装置として、例えばプロジ
ェクションＴＶ、液晶ＴＶ、車載用液晶表示装置、ノートパソコン、液晶モニター等の画
像を表示するものがある。
【００６７】
　（５）上記の実施形態では、４つの表示処理デバイスを備えるプロジェクターを例に具
体例として説明したが、表示処理デバイスの数や表示処理デバイスで行われる表示処理の
内容に本発明は限定されるものではない。本発明は、公知の表示処理を行う表示処理部を
有する画像表示装置に適用することができる。
【００６８】
　（６）上記の実施形態において、本発明を、画像表示装置の制御方法等として説明した
が、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、本発明に係る画像表示装置や、本
発明に係る画像表示装置の制御方法の処理手順が記述されたプログラム、このプログラム
が記録された記録媒体であってもよい。
【符号の説明】
【００６９】
１０，１００…プロジェクター（画像表示装置）、　２０…第１の表示処理部、
３０…第２の表示処理部、　４０…投射部、　５０，１７０…ランプ、　６０…制御部、
６１…第１の初期設定部、　６２…第１の検査部、　６３…第１の再初期設定部、
６４…第２の初期設定部、　６５…第２の検査部、　６６…第２の再初期設定部、
７０…ランプ点灯部、　１１０…第１の表示処理デバイス、
１２０…第２の表示処理デバイス、　１３０…第３の表示処理デバイス、
１４０…第４の表示処理デバイス、　１５０…表示パネル、　１６０…電源部、
２００…メインＣＰＵ、　２１０…サブＣＰＵ、
ＲＳ１，ＲＳ２，ＲＳ３，ＲＳ４…レジスターセット



(18) JP 5974349 B2 2016.8.23

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(19) JP 5974349 B2 2016.8.23

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(20) JP 5974349 B2 2016.8.23

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｎ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/34     　　　Ｊ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３１Ｕ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１２Ｇ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｄ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｆ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｅ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｃ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２１Ｆ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ        　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ        　　　　　

    審査官  橋本　直明

(56)参考文献  特開２００６－００３６０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１６４７０８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－３３７７５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３４５８８１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　５／００　　　　
              Ｇ０３Ｂ　　２１／１４　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３４　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３６　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／７４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

